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あらまし   近年，投稿型レシピサイトが一般的に利用されるようになった．投稿型レシピサイトでは，利用

者がレシピを投稿できるため，ひとつの料理に対して多数のレシピが存在する場合が多い．特定の料理を作ろ

うとしてレシピサイトでレシピを見ている利用者は，同一の料理に対する様々なレシピから自分が作るレシピ

を選別する必要がある．しかし，候補となる全てのレシピを閲覧することは現実的ではない．そこで，他のユ

ーザが行った評価を利用してレシピを選別することが多い．しかしユーザの評価に基づいた選別では，新しい

レシピは選別の候補にならない可能性が高く，その料理のバリエーション（料理の全体像）を把握して，自分

の嗜好や目的に合致したレシピを選別したいという要求に対応できない．この問題を解決するために，本論文

では，ユーザが指定した料理に対して，多数のレシピが存在する状況で，レシピの選別を支援する可視化手法

を提案する．本研究では，レシピの構成要素を分析することでレシピのバラエティーを発見し，ユーザが料理

の全体像が理解できるような可視化を行う．  
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1. まえがき 

近年，投稿型レシピサイトには大量のレシピが投稿さ

れ，ユーザは様々なレシピから自分の目的にあったレシ

ピを選択できるようになった．レシピサイトの代表的な利

用方法の一つは，ユーザが調理したい料理を指定して，

そのレシピを検索するというものである．しかし，投稿型サ

イトには膨大な数のレシピが登録されているため，料理を

指定した場合には，大量のレシピが検索結果として返さ

れることが多い．例えば，代表的なレシピサイトの一つで

ある「楽天レシピ」 [1 ]では，2014 年 1 月の段階で「オムラ

イス」のレシピとして 1,755 件が登録されており，今後もさ

らに増加していくと予想される． 

レシピサイトの検索結果として返される大量のレシピを，

ユーザがすべて確認することは現実的でない．そこで，多

くのレシピサイトでは，人気順で検索結果をランキングし

てユーザのレシピ選別を支援している．しかし，ユーザは

必ずしも人気があるレシピを求めていない場合がある．料

理名をクエリとして返される結果のレシピには，利用する

食材や，調理手順に様々なバリエーションがあり，それら

の特徴を把握してからレシピを選びたい場合も多い． 

上記の問題を解決するために，本研究では検索結果

として返されるレシピ集合に対して，その全体的なカテゴ

リ構造を可視化する手法を提案する．具体的には，レシ

ピに含まれる材料の出現頻度を調べ，料理をいくつかの

部分要素（料理パーツ）に分割する．例えば，オムライス

は，「ライス」，「オムレツ」，「ソース」という料理パーツに分

解できる．次に材料の出現数から，料理パーツの代表の

材料を決め，手順内で代表の材料と他の材料の共起数

を調べ，共起の多い材料をパーツに分類させる．分類さ

れた材料の共起数から次の代表となる材料を決め，これ

を繰り返す．最終的に共起した順に材料を図示すること

で材料のカテゴリ構造の可視化を行う． 

2. 関連研究 

石橋ら[2]は，食材の利用頻度と典型度から，ユーザ

の嗜好に合ったレシピ推薦を目的とし，食材の得点を

以下の式から求めてレシピを推薦する手法を提案して

いる． 

食材 nの得点＝  

食材 nの利用頻度 ×食材 nの典型度  

ここで，食材の利用頻度は，ユーザの調理履歴から食

材の出現頻度を求め，調理した日が近いほど重みを低

くすることで同じ食材ばかりが出てこない工夫をして

いる． 



 

 

 望月ら[3]は，レシピサイトにおけるユーザ個人の嗜

好に合わせた偏りのないレシピ推薦を目的とし，調理

履歴から見つけ出したユーザの嗜好食材を用いた推薦，

冷蔵庫の余剰食材を考慮した推薦，調理履歴のレシピ

の調理法を考慮した推薦の３つを提案している．ユー

ザの調理履歴から嗜好食材を見つけ出す方法について

は，食材 k の典型度を𝑝𝑘，利用頻度を u𝑘とし，レシピ 𝑟𝑗
𝑘

に含まれる食材を 𝐼𝑗
𝑘とするとき，レシピの得点 𝑆𝐼(𝑟𝑗

𝑘)を

以下の式から求めてレシピの推薦に用いる手法を提案

している．  

 

𝑆𝐼(𝑟𝑗
𝑘)

∑ 𝑢𝑖 ∙ 𝑃𝑖
𝑖∈𝐼𝑗

𝑘

∑ 𝑃𝑖
𝑖∈𝐼𝑗

𝑘

 

 

冷蔵庫の余剰食材を用いた推薦するために，まず，ユ

ーザが冷蔵庫の余っている食材をデータベースに登録

する．そして登録されている食材を多く含むレシピの

得点を大きくする．また，余剰食材は古いものを優先

的に使うことが望ましいとして，登録日を𝑑とし，登

録日によって，以下の式で食材に重み付けを行う． 

𝑤(𝑐) =
(𝑑 − 1)

𝑑
 

調理履歴から求めた調理法の履歴による推薦のために

は，まず，レシピを「煮物」「焼物」「炒物」「揚物」「蒸

物」「和え物」「生物」「汁物」の８つの調理法に分類し

た．そして，調理法 𝑐のレシピの得点を，全調理履歴中

の 𝑐が出現した回数によって求めている．そして，３つ

の推薦手法の推薦度を最適化することで最終的なレシ

ピの推薦を行う．   

 福本ら[4]は，食材の重要度と食品群に注目し，レシ

ピ間の類似度を算出する手法を提案した．例えば，「オ

ムライス」という料理において「鶏肉」を材料に含む

レシピと，それぞれ「豚肉」と「椎茸」を含む別のレ

シピの類似度を考える際，従来手法では，「豚肉」と「椎

茸」は「鶏肉」と独立した別の食材であるため，類似

度は高くならない．しかし，この手法では食品群を考

慮するため，「鶏肉」と「豚肉」が同じ「肉類」に分類

され，「椎茸」を含むレシピに比べて類似度が高くなる．

また，「大」「中」「小」の３つの食品群を作り，食品に

それぞれの食品群を対応付け，食材の重要度は料理に

おける出現度だけでなく，その食材が属している食品

群についても出現度を算出し合算した．最終的なレシ

ピ間の類似度はコサイン類似度と食品群の重み付け

𝑤𝑛を利用して以下の式によって求める．  

  レシピ間類似度＝𝑤1×食材単体のコサイン類似度  

         +𝑤2×食品群［小］のコサイン類似度  

         +𝑤3×食品群［中］のコサイン類似度  

         +𝑤4×食品群［大］のコサイン類似度  

(𝑤1+𝑤2 +𝑤3 + 𝑤4 = 1 0 ≤ 𝑤1, 𝑤2 ,𝑤3 , 𝑤4 ≤ 1) 

 これらの研究では，本研究で対象とするような，同

一料理の複数のレシピを選別の支援することは考慮さ

れていない．   

3. 提案手法 

本章では，同一料理として登録された様々なレシピ

のバリエーションを提示するために，レシピ集号の全

体像抽出し，可視化する手法を提案する．具体的には，

提案手法は，以下のステップから構成される． 

1.  レシピの代表的な材料の抽出  

2.  料理の構成要素（パーツ）への分割 

3.  可視化図の作成 

 以下に，それぞれのステップについて詳細に説明し

ていく．なお，対象とする料理のレシピ集合は与えら

れているものとする．レシピは，材料一覧，及び手順

から構成されるものとする．  

3.1 代表的な材料の抽出 

レシピ集合𝑅における代表的な材料を抽出する．そ

のためにレシピ集合 𝑅における材料 𝑓の出現頻度を

𝐹𝑟𝑒𝑞(𝑓,𝑅)と表記する．レシピサイトに含まれる材料の

集合を𝐹とするとき，𝐹に含まれる全ての要素 𝑓に対し

て𝐹𝑟𝑒𝑞(𝑓, 𝑅)を求める．𝐹𝑟𝑒𝑞(𝑓, 𝑅)が大きい食材は，レシ

ピ集合𝑅における代表的な材料であると考えられる． 

3.2 料理の構成要素（パーツ）への分割 

料理の全体像をユーザに提示する際，その料理のレ

シピ集合における代表的な材料を提示するだけでは，

その料理の手順を知らない利用者にとっては，全体像

を構築することが困難である． 

一般的に，料理は要素から構成される．例えば，オ

ムライスに対しては，「オムレツ」，「ライス」，「ソース」

という３種類の要素に分割できる．このとき，料理の

バリエーションは，それぞれの構成要素のバリエーシ

ョンの組み合わせであると考えられる．したがって，

レシピを構成要素に分割し，それぞれの構成要素を作

成する際に利用する材料を提示することにより，ユー

ザは，レシピ集合のバリエーションの全体像を効率的

に把握できると考えられる．オムライスにおける材料

の分割イメージを図２に示す． 

 



 

 

 

図２: オムライスの材料の分割 

 

 次に，構成要素を抽出する手法について述べる．我々

は，構成要素は，代表的な材料とそれに付随する材料

によって構成されると考えた．レシピは，複数のステ

ップから構成されるが，一つのステップには，一つの

構成要素に関する調理方法が記述されている場合が多

い．すなわち，一つのステップにおいて，複数の構成

要素に関する調理を行うことは稀であると考えられる．

本手法では，上記の考えに基づいて，「同じステップに

出現する材料は同じ構成要素のために使用される材料

である可能性が高い」という仮説を立てた．  

 上記の考えに基づいて，材料を構成要素に基づいて

グループ化するために，代表的な材料と他の材料との

共起回数を利用する．材料の共起例を図３に示す．図

３より同じ手順にある「玉ねぎ」「ハム」「コーン」は

共起していると判断する．また，ステップ２において

は，「ご飯」，「塩」，「コショウ」が共起している．  

 レシピ集合に含まれる全ての材料の共起を集計

し，最も多く共起している代表的な材料が表す構成要

素に対して，代表的な材料以外の材料を分類する．例

として，オムライスのレシピ集合における，代表的な

食材「ご飯」との共起回数の上位を図 4 に示す．その

結果，玉ねぎ，ニンジン，鳥肉の共起回数が多かった

ため，これらは，「ご飯」の構成要素に所属する材料で

あるとする．  

共起回数が最も多い代表的な材料のパーツにすべ

ての材料を分割した後に，分割された材料の中で共起

回数の上位３件を新しい代表的な食材として，それ以

外の材料を分割する．これを繰り返すことで関係が強

い材料から順に木構造を作ることが可能である．図４

にパーツへの分割工程の例を示す． 

 

 

図３: 材料の共起  

 

 

図４: パーツへの分割の繰り返し  

  

ご飯パーツに分割された材料の内，共起数の上位３件

の「玉ねぎ」「ニンジン」「鳥肉」がそれぞれ代表の材

料となりパーツ化される．次に玉ねぎパーツに注目す

ると，同様にして「ウインナー」「ピーマン」「ハム」

がパーツ化される． 

3.3 可視化図の作成手法 

上記の処理によって得られた構造に基づいて，可視

化図を作成する．図５に可視化図の描き方を示す．具

体的には，まず中央に料理名，次の階層に代表となる

材料を配置する．その後共起数に基づいてそれぞれの

構成要素を生成された順に配置する．この時，階層が

一つ変わるに従って材料名の文字サイズを小さくする．

こうすることで，その料理にとって重要な材料と，階

層構造が認識しやすくする．また各材料は単純に直線

で繋ぐだけにし，無駄な情報を極力入れない構造とす

る． 



 

 

 

図５: 文字のサイズの変更 

4. 実験・評価 

提案手法の有効性を評価するために被験者実験を

行った． 

4.1 対象とするデータ 

実験には，楽天レシピのレシピデータを用いた．デ

ータは 2012 年の総レシピ数 442,504 件までのものにつ

いて，以下の項目をデータベースに格納した． 

・レシピの ID 

・レシピの料理名  

・レシピに含まれる材料名  

・レシピの手順 

また，レシピの手順については文章を形態素解析し，

食材名のみを抽出した．なお，材料の表記揺れの問題

を解決するため，5,513 件の辞書データを用意し，デ

ータベースに格納した． 

4.2 提案図の作成 

楽天レシピにおいて，料理名に‘オムライス‘を含

むレシピ数 862 件に基づいて，提案手法によって作成

した可視化図を図６に示す．なお，可視化図を作成す

る際，代表的な材料の抽出と構造の取得はプロトタイ

プシステムを利用して行い，得られた構造からの可視

化図の作成は手動で行った．  

 

図６: オムライスの可視化図 

4.3 評価実験の内容 

可視化図を見る場合と見ない場合でレシピ検索に

差が出るかを被験者実験により調査した．被験者は，

大学生５人である． 

被験者には，制限時間 5 分の間に楽天レシピでオム

ライスのレシピをなるべく多く見て，見た中で一番作

りたいと思ったレシピを一つ選択してもらい，次の３

つの設問に５段階評価で回答してもらった．  

①選んだレシピに対しての確信度  

②よく使われる材料，あまり使われない材料の把握 

③バリエーションの把握 

4.4 実験結果及び考察 

被験者の評価点を平均した結果を図 7 に示す． 

 

図７: 実験結果  

実験結果より，よく使われる材料やあまり使われな

い材料の把握と料理のバリエーションを把握すること

に関して提案図が特に有効であることが示された． 

確信度については，それほど差がでなかったが，こ

れは，制限時間に設定した 5 分だと，人気順を閲覧し

ても確信をもてるレシピを容易に見つけられることが

原因であると思われる．材料の典型度に関しては典型
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度の高い食材は大部分提案図に記載しているので，あ

まり使われない材料についても把握でき，見ない場合

に比べ大きな差が出たと考えられる．バリエーション

については料理名を提案図に記載されている気になる

材料によって絞り込み検索を行うことで，新しいバリ

エーションを発見できたと考えられる．   

5. まとめ 

レシピに含まれる食材の出現頻度と手順を解析し

食材ごとの共起数から，料理を構成要素（パーツ）に

分割し，パーツ内でさらにパーツに分割するという作

業を繰り返すことで，料理における材料のカテゴリ構

造を算出した．またその結果からユーザのレシピ選別

を支援する可視化手法を提案した．実験ではレシピを

検索する際に，よく使われる材料やあまり使われない

材料の把握，レシピのバリエーションの把握という２

点について提案図が特に有効であるという結果が得ら

れた．  

本研究では，レシピの可視化を行う際に，食材の手

順に注目し共起数から食材をパーツに分割した．しか

し，現状ではパーツに分割される食材数に偏りができ

るという問題がある．これは代表的な材料の出現数に

差があるためである．この問題を解決するために，食

材の分量を考慮するということが考えられる．だが，

レシピサイトの分量の表記は，「少々」，「好きなだけ」

など，ユーザのさじ加減で決まってしまうため，研究

に反映させることが出来なかった．今後は，分量の表

記ゆれも計算し，可視化に反映出来るようなシステム

の開発なども検討したい．  

また今回は提案図の最終的な配置を手動で行った

が自動で行う手法を検討する必要がある． 
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